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voltage tone noisegatevolume 

このコントロールは、電池が弱っ
ていくような状態を再現する電池
切れ寸前コントロールです。時計
回りいっぱいで最大の電力になり
ます。どの位置でも、まったく新
しいトーンや、発振音、グリッチ
のようなサウンドが得られます。
このペダルの中でも特に楽しいコ
ントロールのひとつなので、ぜひ
じっくり調整してみてください。

このペダルは非常に大きな音量ま
で出せます。ユニティゲインは入
力信号にもよりますが、おおよそ
12時の位置です。pre/post clipス
イッチを両方オンにした場合、音
量が少し下がることがあるため、
その分ボリュームを少し上げるこ

とをおすすめします。

noise swash switch

トゥルーバイパス仕様の3PDTス
イッチです。バイパス時には入力が
グラウンドに落とされるため、最大
ゲイン設定でもノイズの発生を防ぎ
ます。発振音が後段へ漏れることも

ありません。

self-osc switch

ペダル左側のセルフ・self oscillation
コントロールを有効にします。この
スイッチを使うことで、さらなるラ
ンダム性やカオスを加えることも、
設定によっては不思議と挙動を落ち

着かせることもできます。

深い低音から鋭い高音まで、出力の
音色を調整します。また、発振やカ
オス的なサウンドの特性にも強く影
響するため、通常のトーンコント

ロールのように一度設定して終わり
にせず、積極的に調整して

ください。

pre gain
回路の最初のゲイン段を調整しま
す。いわば音作りの「基礎」となる
ゲインです。まずはポストゲインを
最小に設定することをおすすめしま
す。その状態でpre gainを最小にする
と、特徴的なベルクロファズサウン
ドが得られ、上げていくにつれて厚
みのあるヘビーファズへと変化して

いきます。

swash
このコントロールは、純粋なカオス
が詰まった加圧容器に付いた安全バル
ブのようなものと考えてください。大
胆に回すこともできますが、ゆっくり
調整して、ちょうど良いバランスでカ
オスが現れるポイントを見つけるの
がおすすめです。そのポイントを見つ
けたら、noisegateと組み合わせてさ

らに探求してみてください。

self oscillation
出力信号の一部を入力へフィード
バックさせ、フィードバックループ

を作り出す量を調整します。
※注意：このコントロールを最小に
すると、ペダルの出力が完全にカッ
トされます。ただし、カットされる
直前の位置には面白いサウンドが潜

んでいます。
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最小に設定すると、比較的シンプルな
ファズとして動作します。8時あたり
でサウンドのキャラクターが大きく変
化し、それ以降は好みに応じて形作れ

るノイズ成分が増えていきます。
noisegateやswashとの相互作用が非常
に強いコントロールです。高めの設定
ではpost clipスイッチで暴れ具合を抑
えることもできますし、そのまま暴れ

させることも可能です。

swashコントロールと並んで、このペ
ダルの中核となるコントロールです。
まずは9時あたりから始め、スワッ
シュを調整した後、noisegateをゆっ
くり動かして、多くのスイートス

ポットの中から好みのポイントを見
つけてください。
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電源は9V（センターマイナス）です            
これ以上の電圧では絶対に使用しないでください!

Go have fun out there.                 west tokyo waves 2026
officially licensed from 4MS Company.           


